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恵
良
北
代
遺
跡
の
発
掘
調

査
は
、
平
成
二
十
四
年
九
月

〜
平
成
二
十
五
年
四
月
ま
で

行
わ
れ
、
縄
文
時
代
か
ら
室

町
時
代
の
遺
構
や
遺
物
が
出

土
し
ま
し
た
。

　
中
で
も
中
心
と
な
る
時
代

は
、
奈
良
時
代
（
八
世
紀
）
の
遺
構
と
遺
物
で

す
。
遺
跡
か
ら
は
、
竪
穴
式
住
居
跡
や
須
恵
器

と
呼
ば
れ
る
土
器
や
土
師
器
と
呼
ば
れ
る
素
焼

き
の
土
器
が
多
数
出
土
し
ま
し
た
。

　
竪
穴
式
住
居
内
に
掘
ら
れ
た
土
坑
と
呼
ば
れ

る
穴
か
ら
は
、
坏
と
い
う
器
の
蓋
に
「
田
邊
」

と
墨
書
さ
れ
た
須
恵
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
田
邊
」
に
は
、
ど
う
い
う
意
味
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
文
字
を
書
け
る
人

は
、
役
人
や
僧
侶
な
ど
限
ら
れ
た
人
で
し
た
。

　
天
平
九
年
（
七
三
七
）
に
作
成
さ
れ
た
「
豊

後
国
正
税
帳
」
と
い
う
史
料
が
、
奈
良
の
正
倉

院
に
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
豊

後
国
の
守
（
長
官
）
は
陽
胡
史
真
身
と
い
う
ひ

と
で
、
真
身
が
豊
後
守
を
辞
し
た
の
ち
、
そ
の

仕
事
を
継
い
だ
の
が
小
治
田
朝
臣
諸
人
で
、
天

平
十
年
（
七
三
八
）
八
月
に
任
官
し
て
い
ま

す
。
そ
の
時
の
掾
が
、
田
辺
史
県
麻
呂
で
し

た
。

　
天
平
十
年
の
「
周
防
国
正
税
帳
」
に
、
六
月

十
二
日
「
豊
後
国
掾
従
六
位
下
田
辺
史
県
麻

呂
」、
七
月
三
日
「
豊
後
国
目
正
七
位
下
勲
九

等
河
内
連
入
鹿
」、
次
い
で
十
月
十
四
日
「
豊

後
国
守
外
従
五
位
下
小
治
田
朝
臣
諸
人
」
が
、

周
防
国
を
通
過
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
お

り
、
豊
後
国
へ
の
入
国
は
掾
・
目
・
守
の
順
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
県
麻
呂
は
、
こ

の
当
時
は
国
の
三
等
官
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

国
司
は
、
四
等
官
と
呼
ば
れ
る
長
官

（
守
）・
次
官
（
介
）・
判
官
（
掾
）・
主
典

（
目
）
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
仕
事
の
内
容
は
、
職
員
令
に
よ
っ
て
決
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
守
は
司
法
・
行
政
の
長
官

で
、
政
務
を
統
轄
す
る
。
介
は
守
の
補
佐
役
。

判
官
は
非
違
を
正
す
。
主
典
は
作
成
文
書
の
点

検
を
す
る
な
ど
。 

　
国
司
の
長
官
で
あ
る
守
や
掾
等
は
、
毎
年
任

国
内
の
各
郡
を
巡
行
し
て
、
民
衆
と
接
し
風
俗

を
観
、
老
人
を
尋
ね
、
百
姓
の
苦
し
み
を
聞

き
、
儒
教
を
勧
め
、
勧
農
を
し
、
好
学
者
な
ど

を
推
挙
す
る
な
ど
の
こ
と
を
行
な
う
こ
と
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
図
の
須
恵
器
は
、
八
世
紀
後
半
頃
の
土
器
で

す
の
で
、
田
邊
史
縣
麻
呂
が
豊
後
へ
赴
任
し
て

き
た
後
の
も
の
で
、
あ
る
い
は
縣
麻
呂
が
小
治

田
諸
人
の
後
任
と
し
て
国
守
に
任
用
さ
れ
た

か
、
田
邊
史
一
族
の
誰
か
が
豊
後
へ
赴
任
し
て

き
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

果
た
し
て
田
邊
史
一
族
と
の
関
係
や
如
何

に
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　国は、子どもの健やかな成長、子どもや家庭を取り
巻く環境について、国民全体で考えることを目的に、
毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福
祉週間」と定めています。この期間中は、児童福祉の
理念を普及・啓発するため、全国各地でさまざまな行
事が行われます。
　厚生労働省は児童福祉週間の「標語」を毎年募集し

ており、令和３年度は、全国から3,550作品の応募が
あり、左記の作品が標語に決定しました。
　少子化や核家族化の進行に伴う育児不安や子育ての
孤立化に加え、児童虐待の増加、インターネットやＳ
ＮＳの普及による子どもへの悪影響など、多くの課題
が山積しています。

　「ことば」は、子どもの成長に欠かせない重要なコ
ミュニケーション手段の一つです。
　「話しかけない」・「目を合わさない」・「笑いかけな
い」などの一切のコミュニケーションを遮断すると、
赤ちゃんは１歳まで生きることができないと言われて
います。
　「あたたかいことば」が子どもの成長にとって、あ
るいは育児不安を抱えた親御さんにとって、どれだけ
安心や勇気を与えることでしょうか。誹謗や中傷では
なく、「あたたかい　ことばでつなぐ」心のネッワー
クが今重要です。

　すべての子どもが未来を担う人として、健やかに育
つ地域であるよう、声をかけ合いながら、九重町でも
孤立のない地域共生社会を目指しましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　健康福祉課

「あたたかい　ことばがつなぐ

　　　　　こころのわ」

令和３年度「児童福祉週間」の標語が決定しました

上村　藍子 さん（11歳　香川県）
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恵良北代遺跡出土の墨書土器


